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目的及び趣旨 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２６条の規定によ

り教育委員会がその権限に属する事務の管理及び執行の状況について、点検及び評価を行い、そ

の結果に関する報告書を議会に提出し、公表することにより、効果的な教育行政の推進に資する

とともに、住民への説明責任を果たしていくために実施していくものである。 

目  次 

１０款．教育費 

（１項）教育総務費 

P1・・・幼稚園就園奨励事業 

P2・・・スクールカウンセラー事業・教育相談員事業 

P3・・・鹿島市日韓子ども交流事業・外国青年招致事業・特別支援学校等通学対策事業 

P4・・・特別支援教育支援員事業・学校生活支援員事業・金管バンド指導支援員活用事業 

P5・・・フッ素洗口むし歯予防事業・コミュニティ・スクール推進事業・補充学習等支援事業 

P6・・・未来にはばたく子供育成事業 

（２項・３項）小学校費・中学校費 

P7・・・（小学校一般管理事業・中学校一般管理事業） 教材等備品整備事業・学力向上対策事業 

P8・・・（教育振興費） 就学援助事業・遠距離通学児童生徒対策事業 

P9・・・（教育振興費） 一人ひとりを伸ばす教育推進事業 

P10・・・小中学校施設整備事業・小学校耐震補強大規模改造整備事業・中学校耐震補強事業 

P11・・・西部中 体育館他耐震補強事業（H25繰越）・鹿島小学校体育館耐震補強大規模改造事業 

P12・・・東部中学校改築事業・東部中学校改築事業（逓次繰越） 

P13・・・鹿島小学校並びに西部中・東部中学校楽器整備及び東部中学校備品整備事業・ 

    小中学校情報教育施設整備事業 

P14・・・中学校公務用パソコン整備事業・小中学校理科及び算数・数学設備整備事業 

（４項）社会教育費 

P15・・・少年教育事業 

P16・・・青少年教育事業 

P17・・・社会教育事業 

P18・・・社会教育事業委託・補助・男女共同参画社会づくり事業 

P19・・・公民館指定管理事業・地区公民館管理事業 

P20・・・身近なユニバーサルデザイン推進事業（トイレ様式化）・ 

市民交流プラザ整備事業（備品購入：鹿島公民館） 

P21・・・生涯学習センター管理事業 

P22・・・市民図書館事業 

P23・・・社会同和教育事業 

P24・・・文化財保護対策事業 

P25・・・伝統的建造物群保存事業（肥前浜宿継場管理事業） 

（５項）保健体育費 

P26・・・スポーツ推進事業 

P27・・・市立学校体育施設開放事業・スポーツ組織等の強化育成事業 

P28・・・体育施設管理事業 

P29・・・学校給食運営事業
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１０款. 教育費 

※ 教育費については、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項に規定する報告書を兼ねます。 

平成２６年度鹿島市学校教育方針に基づき、２１世紀を主体的に生きることができる知・徳・体の調和のとれ

た人間性豊かな子どもたちの育成という観点に立ち、確かな学力・豊かな人間性・健康と体力を柱とし、加え

て地域力を活かして「生きる力」を育成するため、創意に満ちた特色ある学校教育の推進、教職員の資質向

上及び教育環境の整備・充実に努めた。 

平成２６年度鹿島市社会教育方針に基づき、市民が等しく学校教育や社会教育あるいはスポーツ・文化・

ボランティア活動などを通じて、生涯にわたり学習できる社会の実現が重要となる中、多様化する現代社会を

生きていくうえで必要な知識や楽しみ、生きがいを見出すために、いつでも、どこでも、何でも学べる環境づく

りに取り組むなど、生涯学習の基盤整備や各種施策の積極的な推進を図った。 

 

１０款. 教育費 （１項）教育総務費 

 

豊かな人間性や基礎・基本を身につけさせ、未来を切り拓く力の育成を図るために、児童生徒の実態を踏

まえ、一人ひとりの能力を伸ばすための各種施策を展開した。 

新規事業として、未来にはばたく子供育成事業を実施し、 「ものづくりの日」イベントなどを通して通常の授

業だけでは伝えることができない、理科や図工・技術などの不思議さや面白さを感じてもらい、未来には

ばたく子どもたちの育成を図った。 

国際理解教育の一環として、韓国の大西初等学校との交流を実施するとともに学校、家庭、地域が

連携して子どもたちを育むための各種事業を推進した。 

特別支援教育支援員、学校生活支援員や金管バンド指導支援員をはじめとする各種支援員など、積極的

な人的配置により、一人ひとりの教育的ニーズに応じた相談体制や学習・学校生活支援の充実を図った。 

○教育総務費の主な事業 平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 幼稚園就園奨励事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
14,765 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

3,497    11,268 

事業内容 

 

区   分 対 象 事業費(円) 事 業 概 要 

幼稚園就園奨励費補助 106人 14,365,400 

幼児教育の重要性に鑑み、家庭の所得に

応じて幼稚園児の保護者へ補助金を交付

した。 

幼稚園運営補助 2園 399,000 
幼稚園の運営の円滑化及び幼児教育の

振興のため、幼稚園へ補助金を交付した。 

○主要施策 

幼稚園への就園奨励 

○成  果 

保護者及び幼稚園の経済的負担を軽減することにより、幼児教育の振興を図ることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 スクールカウンセラー事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
1,492 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 497   995 

事業内容 

教育相談に関して専門的な知識・経験を有する者をカウンセラーとして配置し、学校におけるカウンセ

リング機能の充実を図った。 

小学校７校兼務 ２人配置 

○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

悩みや心配事のある子どもたちやその保護者、教職員に対して、助言や指導を与えることができた。 

事業名 教育相談員事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
315 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    315 

事業内容 

生徒の様々な悩みを聞き、助言を行い、学校教育・家庭教育の充実を図った。 

教育相談員  中学校２校兼務 １人配置 

○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

子どもたちが気軽に相談ができ、学校と家庭との連携も図ることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 鹿島市日韓子ども交流事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
1,13１ 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,13１ 

事業内容 

国際交流事業の一環として、児童の相互訪問を通じて国際理解教育の推進を図る。 

平成２６年度は、韓国高興郡大西初等学校訪問団が北鹿島小学校を訪問。歓迎交流会、日本文化

体験（茶道）、餅つき交流などを行い、児童宅にホームステイするなど交流を図った。 

  韓国訪問団 ５・６年生１２名 引率者８名 

○主要施策 

ALTの積極的活用と国際理解教育の推進 

○成  果 

日本と韓国、言葉の壁はあるものの、ホームステイ等を通じ、それぞれの国の風習を教え合うことで、

似ている部分、異なっている部分を学ぶなど、充実した交流を行うことができた。 

事業名 外国青年招致事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
9,209 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   208 9,001 

事業内容 

中学校の英語教育の充実を図るとともに、小学校の英語活動への派遣、地域レベルでの国際交流の

進展を図った。 

英語指導助手 西部中学校・東部中学校各１人配置 

○主要施策 

ＡＬＴの積極的活用と国際理解教育の推進 

○成  果 

小中学生時にネイティブスピーカーによる指導を受けることは、外国語をより身近なものとし、語学習

得、国際理解への意欲を増進させることにつながった。 

事業名 特別支援学校等通学対策事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
275 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    275 

事業内容 

特別支援学校等に在籍する児童生徒が帰省する際の補助等を行い、特別支援教育等の円滑な運営

を図った。 

特別支援学校等児童生徒帰省旅費補助  74,204円 

特別支援学校等児童生徒送迎バス運行補助 200,000円 

○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

子どもたちの帰省等に伴う保護者の経済的負担を軽減することができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 特別支援教育支援員事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
10,834 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    10,834 

事業内容 

軽度発達障害など教育上特別の支援を必要とする児童生徒に対して、学習上又は生活上の困難を克

服するための教育を行うため、市内全小中学校に９人の支援員を配置した。 

○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

市内全小中学校に１人ずつ配置し、きめ細かな個別対応ができ、学習効果を高めることができた。 

事業名 学校生活支援員事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
6,627 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    6,627 

事業内容 

いじめ・不登校などの問題を抱えた児童・生徒への対応や、学校における子供たちの生活を教員と共

同で支援など、学校ごとに異なる様々な事情に対処するため、市内小中学校に８人を配置した。 

○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

問題を抱えた児童・生徒に対し、家庭・学校・地域環境への働きかけにより、不登校等の状況が改善さ

れた。児童の心に寄り添いながらの支援は、多くの子供たちにとって大きな支えになった。また、職員全

体で情報共有する機会が増え、よりよい支援ができる体制作りができた。 

事業名 金管バンド指導支援員活用事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
406 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    406 

事業内容 

専門的な指導が必要な吹奏楽に、指導支援員を配置することで、適切な指導と教員の負担軽減を図

るため、鹿島小学校に１人を配置した。 

○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

専門的な指導を行うことで、児童がより高度な技術を身につけることができ、また従来指導に当たって

いる教員の負担軽減を図ることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 フッ素洗口むし歯予防事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
104 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   29 75 

事業内容 

むし歯予防に高い成果をあげているフッ素洗口を行うことにより、全国及び佐賀県の平均に比べても

高いむし歯罹患率の減少を目指し、実施した。 

平成２６年度 フッ素洗口実施児童数 1,640人  ※実施した児童の割合 96.9％ 

○主要施策 

安全教育や食育を含めた健康教育と体力づくりの一層の推進と充実 

○成  果 

永久歯のむし歯罹患率は平成２５年度と比較すると減少した。 

事業名 コミュニティ・スクール推進事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
348 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    348 

事業内容 

コミュニティ・スクールとは、学校の大きな方針を決める「学校運営協議会」に地域住民や保護者が参

加し、地域の意見や知恵を反映した、地域としっかりしたつながりのある開かれた学校である。 

学校運営協議会を開催し、学校運営や教育活動について協議した。 

○主要施策 

家庭や地域社会との連携による防犯対策と教育力向上 

○成  果 

地域人材活用の活動をすることで教育活動がより充実した組織作りになった。また、地域と学校の双

方向性の交流ができた。 

事業名 補充学習等支援事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
680 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

135 271  274  

事業内容 

中学校において、学習内容の定着が十分に図れていない生徒のため、地域の人材（退職教職員

等の社会人や保護者、教員志望の大学生等）を活用し、放課後や長期休業中に補充学習を行った。 

○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

生徒に基礎学力を定着させるとともに、学ぶ楽しさを味わわせ、学習への意欲づけと学習習慣

を確立することができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き）                        平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 未来にはばたく子供育成事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
315 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   315  

事業内容 

（１）佐世保高専の「おもしろ実験大公開」へ参加し、さまざまな実験を体験した。  

   小学３年生から中学３年生（参加人数 ８０名） 

   

 （２）「ものづくりの日」イベントの開催 

    理科や図工・技術等に関するブースを設け、ブースごとに実験・展示を行った。 

（参加人数 延べ２４０名） 

   
（３）「わくわく理科教室」の開催 

市内中学校理科部会による小学生を対象とした理科教室を行った。 

（参加人数 ５４名）  

   
○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

将来の「ものづくり」の基盤となる理科や算数・数学、図工・技術などに対する興味・関

心を高めるとともに、通常の授業だけでは伝えることができない、理科や図工・技術などの不思

議さや面白さを感じてもらうことができた。 
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１０款. 教育費 （２項・３項）小学校費・中学校費 

次世代を担うたくましい児童生徒の育成のために、その基盤となる学力の向上及び心の教育の充実に向け

ての施策を展開した。 

福祉・環境・情報教育を推進し、現代社会に対応できる人材育成のための各種施策や総合的な学習の時

間などを利用して自ら学び考える力を伸ばし「生きる力」を育成する施策を推進した。 

ふるさと人材育成支援基金を活用した郷土の人材を育成するための施策や耐震化を含めた学校施設の整

備、電子黒板の整備によるＩＣＴ（情報通信技術）教育の推進など、安全で快適な教育環境づくりのための各

種施策を展開した。 

 

○小学校費・中学校費の主な事業 平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
（小学校一般管理事業・中学校一般管理事業） 

教材等備品整備事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
19,471 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   500 18,971 

事業内容 

教育環境の整備充実のため、小・中学校の各種備品の整備を行った。 

○備品整備状況                                             （単位：円） 

区 分 小学校 中学校 計 

１ 教材備品 2,972,492  1,838,069  4,810,561  

２ 一般備品 7,593,473  2,842,464  10,435,937  

３ 図書備品 2,747,509  1,476,719  4,224,228  

計 13,313,474  6,157,252 19,470,726  

○主要施策 

快適な教育環境づくり 

○成  果 

学校事務の共同実施による備品の共同購入により、効率的な予算の執行を行った。 

また、基金（光武文庫）や寄附金を活用し、小学校図書の充実を図った。 

事業名 
（小学校一般管理事業・中学校一般管理事業） 

学力向上対策事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
1,715 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,715 

事業内容 

学習意欲の向上を図り、学習の基礎の確実な定着、個性と能力に応じた自己教育力の育成を図った。 

   ・小学校 1,560,921円   ・中学校 153,980円 

○主要施策 

学習形態の工夫と学校規模のあり方についての検討 

○成  果 

学力検査等に関する市内の実態報告や各学校の取り組み状況について協議や意見交換を行い、 

全職員が同じスタンスで取り組むことができた。 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
（教育振興費） 

就学援助事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
11,615 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

812    10,803 

事業内容 

経済的理由により、就学困難な児童生徒の保護者に対し、学用品費等の支給（要保護・準要保護就

学援助費）を行った。 

小学校 81人 4,713,996円 

中学校 57人 5,274,286円 

特別支援学級に通学する児童生徒の保護者に対し、学用品費等の支給（特別支援教育就学奨励

費）を行った。 

小学校 33人 972,431円 

中学校 14人 653,350円 

○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

保護者の経済的な負担を軽減することにより、義務教育の円滑な運営を図ることができた。 

事業名 
（教育振興費） 

遠距離通学児童生徒対策事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
1,918 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,918 

事業内容 

遠距離通学をする児童生徒の保護者に対して、通学方法に応じた補助金を交付した。 

小学校 52人 467,509円 

中学校 58人 1,449,534円 

○主要施策 

一人ひとりを伸ばす教育の推進 

○成  果 

保護者の経済的負担を軽減し、義務教育の円滑な運営を図ることができた。 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
（教育振興費） 

一人ひとりを伸ばす教育推進事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
5,860 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   2,620 3,240 

事業内容 

 

植物の栽培、校内の環境整備、文化的事業やその他の体験活動を行うことにより、豊かな情操と教養

の習得を図った。 

鹿島市福祉教育に関する条例に基づき、感性豊かな小中学生の時期に地域においてボランティア

活動を行い、地域に貢献する温かい人間性豊かな人への成長を図った。 

鹿島市ふるさと人材育成支援基金条例に基づき、小中学生を対象として、活力ある地域づくりのため

にふるさとの多様な自然・歴史・伝統文化・産業等を活かした人材育成事業を行った。 

・小学校 4,340,000円   ・中学校 1,520,000 円 

○主要施策    

福祉教育・情報教育・道徳教育・豊かな心をはぐくむ教育の推進 

○成  果 

様々な体験活動によって、思いやりの心や感動する心を育むことができた。苗を植え、収穫する体験

を通して、生産の喜びを体験できた。 

地域の産業、職人の技術、自然や文化、歴史に触れ、郷土への愛着、ものづくりへの興味・関心を高

めることができた。 

取組を通して、いろいろな人の立場を思いやって物事を考えることができるようになり、また普段接す

ることの少ない地域の人達とのコミュニケーションを図ることができた。 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
小中学校施設整備事業・小学校耐震補強大規模
改造整備事業・中学校耐震補強事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
36,465 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

9,000   16,368 11,097 

事業 

内容 

各小中学校からの工事要望箇所を立会して確認し、危険性の高い箇所や老朽化が著しい施設の修繕

や工事を行い教育環境の改善に努めた。 

○事業内訳                                                  （単位：円） 

学 校 名 事 業 費 事 業 概 要 

1 鹿島小学校 199,206 体育館駐車場舗装修繕 

2 能古見小学校・浅浦分校 700,790 鉄棒取替工事 他 

3 古枝小学校 11,745,540 プールろ過機改修工事 他 

4 浜小学校 809,460 校長室床補修工事 他 

5 北鹿島小学校 844,560 給水用薬注ポンプ及びタンク取替修繕 他 

6 七浦小学校・音成分校 682,560 音成分校給水設備滅菌装置設置工事 他 

7 明倫小学校 2,277,180 体育館吊り天井改修工事実施設計 他 

8 西部中学校 5,237,622 東昇降口屋上防水工事 他 

9 東部中学校 13,967,400 体育館耐震及び大規模改造工事実施設計 他 

○主要施策 

学校施設の耐震化や防犯設備を考慮した設備改修、情報設備や学校図書館の充実、快適な教育環境

づくり 

○成  果 

耐震工事、修繕・工事を計画的に行い、児童生徒達が過ごしやすい教育環境を整えることができた。 

○古枝小プールろ過機改修（ろ過機） ○西部中東昇降口屋上防水工事（防水シート） 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 西部中 体育館他耐震補強事業（H25繰越） 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
29,052 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

14,051  13,600  1,401 

事業 

内容 

○工事概要 

工期 平成 26年 4月 28日 ～ 平成 26年 8月 28日 

東側昇降口 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造 2階建 延床面積     279㎡  

東側廊下 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造 2階建 延床面積      112㎡  

体育館渡り廊下 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造 2階建 延床面積  154㎡  

体育館 1階 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造 3階建 延床面積     958㎡  

体育館 2階 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造 3階建 延床面積   1,544㎡  

   

○事業費内訳                    （単位：円） 

項   目 事   業   費 

耐震補強工事 28,188,000  

監理業務委託 864,000  

計 29,052,000  

○主要施策 

学校施設の耐震化や防犯設備を考慮した設備改修、 

情報設備や学校図書館の充実、快適な教育環境づくり 

   

○成 果 

施設の耐震補強を行い、教育環境を改善することができた。 

 

事業名 
鹿島小学校体育館耐震補強 

大規模改造事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
122,408 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

37,275  77,100 4,500 3,533 

 

○工事概要 

工期 平成 26年 9月 16日 ～ 平成 27年 1月 30日 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造 2階建て、延床面積   1,066㎡ 

 

○事業費内訳                     （単位：円） 

項   目 事   業   費 

耐震補強・大規模工事 119,232,000  

監理業務委託 3,175,200  

計 122,407,200  

 

○主要施策 

学校施設の耐震化や防犯設備を考慮した設備改修、 

情報設備や学校図書館の充実、快適な教育環境づくり 

○成 果 

施設の耐震補強と改修工事を行い、教育環境を改善する 

ことができた。  

耐震（昇降口鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ増設） 

耐震（壁ﾌﾞﾚｰｽ増設） 

改修（外部塗装） 

耐震（体育館屋根ﾌﾞﾚｰｽ補強） 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 東部中学校改築事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
875,399 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

273,005  447,900 154,000 494 

事業 

内容 

南棟・中棟校舎改築工事は、平成 25・26年度の 2カ年で事業を行った。 

 

○概要（平成 26年 12月校舎竣工） 

（教室棟） 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造地上 3階建 延床面積 3,346.29㎡ 

（技術棟） 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建    延床面積  315.90㎡ 

○事業費内訳                       （単位：円） 

項   目 事 業 費 

改 築 工 事 813,238,229  

業 務 委 託      22,768,504  

仮設校舎借上げ料 37,845,000  

そ の 他 1,547,202  

計 875,398,935  

○南棟・中棟校舎改築工事の特徴 

木材を多用したあたたかみのある学校空間として整備した。 

【主な設備】身障者用トイレ・防犯カメラ・無線 LAN など 

○主要施策 

学校施設の耐震化や防犯設備を考慮した設備改修、 

情報設備や学校図書館の充実、快適な教育環境づくり 

○成 果 

施設の改築を行い、教育環境を改善することができた。 

事業名 東部中学校改築事業（逓次繰越） 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
93,724 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

34,513  36,700 6,000 16,511 

 

 

○概要（平成 26年 12月校舎竣工） 

（屋外便所棟）鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建 延床面積 248.88㎡ 

（設備）太陽光発電設備 20kw ・ 非常用自家発電 48kw 他 

○事業費内訳                    （単位：円） 

項   目 事 業 費 

改 築 工 事 93,723,171 

 

○南棟・中棟校舎改築工事の特徴 

避難所としての機能・地球温暖化防止対策の太陽光発電等 

を整備しております。 

【主な設備】非常用自家発電（照明器具等に対応）、 

備蓄倉庫、身障者用及び多目的トイレ 

○主要施策 

学校施設の耐震化や防犯設備を考慮した設備改修、 

情報設備や学校図書館の充実、快適な教育環境づくり 

○成 果 

施設の設備整備を行い、防災面を強化することができた。  

新校舎 

教室内部 

太陽光発電パネル（屋上） 

屋外便所棟及び備蓄倉庫 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
鹿島小学校並びに西部中・東部中学校楽器 

整備及び東部中学校備品整備事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
7,489 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   4,469 3,020 

事業 

内容 

 

古くなった楽器の買い換えを行った。 

また、東部中学校の改築した校舎で必要な椅子などの整備 

を行った。 

○事業費内訳                    （単位：円） 

項   目 事   業   費 

鹿島小学校楽器整備  2,469,312  

中学校楽器整備 3,066,120  

東部中学校備品整備 1,952,960  

計 7,488,392  

 

○主要施策 

学校施設の耐震化や防犯設備を考慮した設備改修、 

情報設備や学校図書館の充実、快適な教育環境づくり 

○成 果 

備品整備を行い、教育環境の充実を図ることができた。 

 

 

 

事業名 小中学校情報教育施設整備事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
30,888 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   28,700 2,188 

 

 

ICT（情報通信技術）教育の推進のため、平成 26・27年度の 

２カ年で全普通・特別支援教室に電子黒板の整備を行う。 

 

○事業費内訳                    （単位：円） 

項   目 事   業   費 

小学校整備 １６台 15,942,194  

中学校整備 １５台 14,945,806  

計 30,888,000  

 

○主要施策 

学校施設の耐震化や防犯設備を考慮した設備改修、 

情報設備や学校図書館の充実、快適な教育環境づくり 

○成 果 

電子黒板を各教室に導入することにより、ICT教育の 

環境を整えることができた。 

 

電子黒板を活用した授業 

鹿島小学校 楽器 

東部中学校 被服室 椅子 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 中学校公務用パソコン整備事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
15,984 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   15,000 984 

事業 

内容 

 

事務負担軽減の一環として、パソコンの入替を行った。 

なお、中学校は平成 26・27年度の２カ年で入替を行う。 

 

○事業費内訳                    （単位：円） 

項   目 事   業   費 

中学校整備 50台 15,984,000 

 

 

○主要施策 

学校施設の耐震化や防犯設備を考慮した設備改修、 

情報設備や学校図書館の充実、快適な教育環境づくり 

 

○成 果 

公務用パソコン整備を行い、公務環境の充実を図ることが 

できた。 

 

事業名 小中学校理科及び算数・数学設備整備事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
3,227 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

1,612    1,615 

 

 

新学習指導要領に基づいて、観察・実験などに必要な理科 

及び算数器材の備品を整備した。 

 

○事業費内訳                    （単位：円） 

項   目 事   業   費 

小学校整備  1,153,008  

中学校整備  2,073,816  

計 3,226,824  

 

○主要施策 

授業時数の確保・小学校外国語活動・中学校の武道必修化 

など学習指導要領に基づく教育の充実 

 

○成 果 

器材を活用した観察・実験等を行い、学習意欲の向上を図る 

ことができた。 

 

 

算数・マルチ乗法板 

東部中学校 職員室 

西部中学校 職員室 

理科・デジタル顕微鏡 



- 15 - 

 

１０款． 教育費   （４項）社会教育費 

市民の誰もが、いつでも・どこでも・楽しく学べ、主体的に活動できるような生涯学習のまちづくりのため、鹿島市

生涯学習センター「エイブル」をはじめ、市民交流プラザ「かたらい」や各地区公民館等を拠点に、広く市民への

学習機会の提供と環境づくりに努めた。また、次代を担う青少年の心身の育成を図るため、青少年体験活動事

業「鹿島ドリームシップ」やジュニアリーダーによる「わんぱくスクール」を開催し、さまざまな自然体験や経験がで

きる機会をつくった。さらに、通学合宿（ハウスキャンプ）を通じて、集団生活による自立性や社会性を育むことに

加え、地域で子どもを育てる協力体制を整備した。 

市民図書館事業では、利用者のニーズに応えるよう企画事業の充実を図り、行きたくなるような図書館づくりに

努めた。さらに、アウトリーチサービス（出前活動）に力を入れ、これまで図書館サービスが及ばなかった人々に

対して、サービスを広げる事業を展開している。 

一方、文化財においては、「赤門及び大手門修理検討委員会」での検討結果を受けて、鹿島城大手門構造目

視調査を行った。また、古文書において、鹿島市出身で明治時代の実業家の日記「井原喜代太郎日記」を解読

、翻刻し、市の重要文化財に指定した。その他、地域の古資料の調査を行ない、文化財保護事業を行った。 

社会同和教育事業においては、人権・同和問題の理解と認識を深めてもらうため、市民への啓発活動や各種

学習会を行った。 

○社会教育費の主な事業 平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 少年教育事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
813 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 600   213 

事業内容 

○わんぱくスクール                                               ２９千円 

小学校４～６年生を対象とし、ジュニアリーダーなどにより各種体験活動を実施。延べ６９人が参加し、屋外

レクリエーション、ハロウィンパーティーや料理教室などを実施した。（６回実施） 

○ヒカルの碁鹿島スクール                                          １８８千円 

６月～３月の第１・３土曜日を中心に計２１回開催、日本棋院鹿島支部・ボランティア講師の指導により、小学

生３７人延べ４８９人が囲碁の楽しみ、礼儀作法を学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（わんぱくスクール：ハロウィンパーティー）   （ヒカルの碁） 

○エイブル・地区体育館開放事業                                      ４１６千円 

エイブルの開館日、体育館は５月～翌年３月までの平日午後３時～５時までを子どもの居場所づくりとして無

料開放し、子ども達へ安全な遊び場を提供した。 

・エイブル ６，８８７人利用 ・北鹿島体育館 ６４３人利用 ・臥竜ケ岡体育館 ２，０６３人利用 

○鹿島市放課後子どもプラン運営委員会                                 １８０千円 

市内青少年関係団体による会議を開催(年 2回)。放課後の子どもの安全で安心な活動場所を確保し、放課

後対策についての意見交換を行った。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

○主要施策 

・世代間や他地区との交流会の実施 

・青少年育成団体や諸活動団体との連携および育成支援 

○成 果 

小学生を対象に、自然体験・レクリエーション活動により放課後児童対策等の拡充を図ることができた。 

事業名 青少年教育事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
2,280 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,280 

事業内容 

○第３０回鹿島ドリームシップ事業補助金                               １，５００千円 

８／２２（金）～２５（月）にかけて小学生４６人、スタッフ１１人が参加。沖縄にて平和研修（慰霊祭、ガマ体験

など）や海洋研修並びに地元小学校との交流を行った。 

○市子ども会連絡協議会体育・文化事業補助金                             ３００千円 

・インリーダー研修会 ６／２１(土)～２２(日) 諫早青少年自然の家(参加者７３人、ｽﾀｯﾌ３１人) 

・球技大会 ８／３(日)  

・夏休み作品展 ９／２７(土)～１０／１０(金)  ６０３点（習字４２１点、図画１０９点、工作７３点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ドリ－ムシップ事業：南城市内小学校との交流）    （球技大会：ミニバレー） 

○青少年育成市民会議補助金                                       ２５０千円 

地域社会の担い手となる青少年の指導育成や、非行防止のため青少年育成団体、関係機関及び青少年

育成指導者等の協力により下記事業を実施した。 

・第１６回少年の夢発表会（小学生７人・中学生２人） 

・「こんな鹿島になったらいいな」コンクール  

作文（応募４２名） 

絵画（応募１２５点） 

かべ新聞（応募２５点） 

・親子アニメ映画館の開催 

・地域環境点検活動（コンビニ１４ヶ所） 

○鹿島市青少年共同宿泊体験事業業務委託                              ２３０千円 

 １１／２０(木)～２２(土)に市民交流プラザ「かたらい」に宿 

泊し、通学合宿（ハウスキャンプ）を行った。集団行動の大 

切さを学ぶと共に、ナイトウォーク・もちつき体験など、様々 

な活動を通して学ぶ体験プログラムを実施した。市内の小 

学４～６年生７３人が参加した。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

○主要施策 

・青少年育成団体や諸活動団体との連携および育成支援 

・青少年自然体験活動・派遣交流などの推進 

・家庭や地域の教育力を高める学習の場の提供 

○成 果 

ドリームシップ事業では、沖縄の小学生との交流などを通じて、子どもたちに自然や地域社会のなかで様々

な体験や経験ができる場をつくることができ、次世代を担う青少年の育成に資することができた。 

市子ども会の活動や地域行事への参加により子どもの自主性と豊かな創造性を育み、地域コミュニティの充

実が図られた。 

また、今年は「鹿島市制施行６０周年記念事業」の一環として、各小中学校を対象に、「こんな鹿島になった

らいいな」をテーマに作文・絵画・かべ新聞の募集も行った。多くの応募があり、市内小中学生が鹿島市の

未来のことを考えるきっかけとなった。 

事業名 社会教育事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
797 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    797 

事業内容 

○「第６１回成人式」開催                                           ４９９千円 

１／１１（日）新成人３９３人該当、３３３人参加 

○「第２３回盛年の集い」開催                                        ２７１千円 

１２／７（日）開催。６５歳該当者が自ら企画・運営し、２０９人が参加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （成人式）                             （盛年の集い） 

○高齢者教室                                                  ２７千円 

各地区老人クラブからの申込みにより、定例会等を利用し、「老いを生きる」、「健康生活」などのテーマに４２

講座を開催し延べ１，０２３人が受講された。 

○まちづくり出前講座 

 誰もが学べる環境を提供するため、各種団体やサークルへの出前講座を実施した。３６のメニューから「ふ

るさとの歴史と文化財」、「鹿島市のまちづくり」、「介護保険」など４４講座を開催し１，１５５人が受講された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（高齢者教室）                        （まちづくり出前講座） 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

○主要施策 

・家庭や地域の教育力を高める学習の場の提供 

○成 果 

年齢各層の交流が深められ、団体・サークルの活動充実と人づくりに努めた。 

事業名 社会教育事業委託・補助 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
1,600 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,600 

事業内容 

○芸術文化振興事業委託金（鹿島市文化連盟）                            ６００千円 

○田澤記念館運営事業補助金                                     １，０００千円 

○主要施策 

・文化団体、地域文化継承団体の育成支援 

・芸術文化の学習機会や鑑賞の機会の拡充 

・文化活動ネットワークづくり 

・青少年育成団体や諸活動団体との連携および育成支援 

○成 果 

市民の芸術・文化に対する意識の向上、青少年教育活動の支援が図られた。 

事業名 男女共同参画社会づくり事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
200 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    200 

事業内容 

○鹿島市みんなの集い補助金                                       ２００千円 

男女共同参画社会づくりに向けての研修や講座及び成果の発表を行った。 

○主要施策 

家庭生活における男女平等意識の高揚 

○成 果 

各構成団体の活動内容を報告してお互いに再認識し、「男女共同参画社会づくり」の意識づけや成果の発

表をすることができた。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 公民館指定管理事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 公民館費 

事業費 

（千円） 
58,169 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    58,169 

事業内容 

 平成２０年度から地区公民館に指定管理制度を導入し、相互の連携を図るため「鹿島市公民館連絡協議

会」を年３回開催し、公民館事業・経理業務等についての連絡調整を図った。 

○地区公民館指定管理委託〈58,169 千円〉 

№ 公  民  館  名 委託料（千円） 委 託 団 体 名 

1 鹿島公民館 7,645 鹿島公民館運営協議会 

2 能古見公民館・のごみふれあい楽習館 13,042 能古見地区振興会 

3 古枝公民館・林業センター 9,087 古枝地区振興会 

4 浜公民館・臥竜ヶ岡体育館 9,832 浜町振興会 

5 北鹿島公民館 9,054 北鹿島振興協議会 

6 七浦公民館・漁村センター 9,509 七浦地区振興会 

○主要施策 

・地域コミュニティ活動の活性化、市民主体の組織活動の支援 ・地域と密着した活動の推進 

○成 果 

地区公民館の主体的な事業活動の支援、指導、助言を行い、地域の文化・特色に則した公民館運営を行

った。 

平成２６年度は２期目の指定管理２年目として、順調な運営を行うことができた。 

事業名 地区公民館管理事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 公民館費 

事業費 

（千円） 
2,188 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   

 

2,188 

事業内容 

 地区住民が多く集まる地区公民館において、安全に安心して地域コミュニティ活動ができるよう公民館施

設、設備等の修繕、改修工事を行った。 

 

費 目 金額（千円） 内容 

修繕料 768 

・のごみふれあい楽習館ボイラー室硝子修繕 

・北鹿島公民館玄関ドア交換 

・七浦公民館事務所照明修繕 

・臥竜ヶ岡体育館外灯修繕  ほか 

工事請負費 1,420 

・のごみふれあい楽習館高圧気中開閉器取替工事 

・古枝公民館自動火災報知設備感知器取替工事 

・能古見公民館多目的広場電源設置工事 

・能古見公民館多目的広場散水栓設置工事 

 

○成果 

 地域住民が安心安全に利用できるよう施設改修、施設整備ができた。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
身近なユニバーサルデザイン推進事業 

（トイレ様式化） 

所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 公民館費 

事業費 

（千円） 
4,400 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 4,400    

事業内容 

 佐賀県身近なユニバーサルデザイン推進事業を活用し、市民がよく利用する公民館を対象に、和式トイレ

から洋式トイレに改修した。 

地区名 事業費（円） 補助金額（円） 備考 

城内区 745,200  400,000  便器取替：2基 

南舟津区 1,674,000  800,000  便器取替＋ブース改修：2基 

常広区 455,760  400,000  便器取替：2基 

三部区 450,000  400,000  便器取替＋ブース改修：1基 

七開区 640,510  600,000  洋便房増設：1基 

新方区 844,657  400,000  便器取替＋ブース改修：1基 

古城区 528,854  400,000  便器取替＋ブース改修：1基 

上古枝区 313,000  200,000  便器取替：1基 

下古枝区 1,125,986  800,000  便器取替＋ブース改修：2基 

合計 6,777,967  4,400,000   

○成 果 

地区住民が集まる公民館のトイレを洋式化に改修することにより、誰もが安全、安心に使いやすいトイレにな

った。 

事業名 
市民交流プラザ整備事業 

（備品購入：鹿島公民館） 

所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 公民館費 

事業費 

（千円） 
8,207 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   5,000 3,207 

事業内容 

 10月に開設した市民交流プラザ「かたらい」に、鹿島公民館が移設したことに伴い、市民が、交流の場、生

涯学習の場として、利用しやすく、使いやすいように研修室等の備品を整備した。 

№ 内  容 事業費 （千円） 備   考 

１ 物置 331 鹿島公民館倉庫 

２ 事務机・椅子等 7,876 鹿島公民館事務所 

 ※福祉事務所（市民交流プラザ）でも記載あり。 

○成 果 

研修室等を、自主的な会合や講座で多くの市民が利用されており、生涯学習の場として積極的な利用が見

られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （鹿島公民館：物置）                    （事務机・椅子等） 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 生涯学習センター管理事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 生涯学習推進費 

事業費 

（千円） 
90,384 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    90,384 

事業内容 

平成２１年度から生涯学習センターに指定管理者制度を導入し、生涯学習事業の企画運営と施設管理を委

託し、事業の強化と利活用の推進を図った。また、開館より１３年を経過し設備の改修や、動作不良となった

備品等の更新を行った。 

○生涯学習推進費                       ○平成 26年度生涯学習センター利用状況 

目 決算額(千円)  施設名 利用者(人) 月あたり(人) 

生涯学習センター指定管理委託料 85,297 ホール 23,841 1,987 

需用費（修繕料） 2,856 研修室 14,333 1,194 

工事請負費 964 その他利用 34,869 2,906 

備品購入 1,267 合  計 73,043 6,087 

合    計 90,384  

・えいぶる事業(１２公演) 入場者数 ６，１７６人 

・エイブル倶楽部 ５０講座(３０種類) 受講者数 延べ２，８６０人 

・床の間コーナー展示事業 (６回) 

○主要施策 

・市民主体・主導による生涯学習の展開 

・社会教育や生涯学習の機会づくり・プログラムの提供 

・文化祭・エイブル祭など発表や交流の場づくりへの支援 

・生涯学習の情報ネットワークづくり 

・情報の提供や学習や活動の機会づくり 

○成 果 

・えいぶる事業やエイブル倶楽部は参加者による提案や企画を取り入れ、「市民立」にふさわしい事業を行う

ことができた。また、生涯学習事業として、市内小学校へのアウトリーチサービス「エイブルおとどけクラシッ

ク」を行い、好評を得、継続を希望されている。 

・館内の床の間コーナーを利用して鹿島のすばらしい人やもの(伝統・文化を含む)の展示を行い、広く紹

介、さらにギャラリートークを行い、作者や監修者の作品への思いを伝えている。 

・昨年度実施した「有明海学」を子ども向け講座として、佐賀大学・鹿島市干潟展望館・まえうみ市民の会と

連携して行った。 

・施設面では、総務省より観光・防災Wi-Fiステーション整備事業の助成を受け、アクセスポイントを設置、観

光・防災の拠点として２７年度より稼動開始することになった。また、老朽化による設備の不具合を点検し、修

理や更新を行った。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 市民図書館事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 図書館費 

事業費 

（千円） 
65,314 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   230 65,084 

事業内容 

平成２１年度から図書館事業に指定管理者制度を導入し、より専門的なスタッフの配置と知識の習得により

図書館利用の促進と利便性の向上を図った。 

○図書館費                          ○平成 26年度市民図書館利用状況 

項   目 決算額(千円) 

 

項  目 総  数 １日平均 

図書館指定管理委託料 64,999 入館者数 136,600 471 

報酬 85 貸出人数 62,731 216 

図書資料、備品購入費 230 貸出冊数 284,169 980 

合   計 65,314 開館日数  290日 

 

・利用者の要望に応じた図書、視聴覚資料などの充実及び提供 

・週３回の「読み聞かせ」、「おはなし会」、季節の特大おはなし会（年２回）による児童等に対する読書 

推進と利用促進 

・遠隔地対策としての「みにみに図書館」による配送貸出。 

（Ｈ２４年度：１９箇所、１，９２５冊、Ｈ２５年度：２２箇所、２，１２５冊、H２６年度：２５箇所、２４，４５６冊） 

 

○主要施策 

・市民主体・主導による生涯学習の展開 

・社会教育や生涯学習の機会づくり・プログラムの提供 

・県内関連施設の活用と相互連携 

・よりよい教育環境をつくる活動の推進 

 

○成 果 

・開館時間９時３０分を今年度も行い、年末２８日を１日開館、年始４日を半日開館するなど、開館日数・

時間を増やし、利用者のニーズに応えた。 

・国立国会図書館による「デジタル化資料送信サービス」へ参加し、絶版等の理由で入手が困難な資料

の画像の閲覧が可能となった。 

・郷土コーナーに「近代鹿島の文学風土と地域文学資料」（常設）と「地域の情報ひろば」コーナーを新たに

設置。郷土資料の保存・活用に努めている。 

・鹿島市民図書館資料廃棄基準により除籍を行い、資料の新陳代謝を図った。 

・生涯学習課と共同で地域資料の調査を行い、地域の資料発掘にも貢献した。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                           平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 社会同和教育事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会同和教育費 

事業費 

（千円） 
3,217 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 1,095   2,122 

事業内容 

○社会同和教育啓発事業 

・児童・生徒への人権に関する作文・標語・ポスターの募集と表彰 

応募総数４，１７１点  （作文：１，０６１点、標語：２，５８３点、ポスター：５２７点） 

・人権学習会の開催 

（７回：４５１人） 

・人権・同和問題懇談会の開催 

  古枝地区 １回：２７人 

  浜地区   １回：１８人 

  七浦地区 １回：３５人 

･市職員対象の人権・同和問題研修会開催 

  （３回：２０７人 嘱託・臨時職員含む） 

・市報に「ひろげよう人権の輪」を毎月掲載 

・文化教養講座の開催 

  教育集会所：書道教室（２４回：のべ２１４人） 

  同和教育集会所：ペン習字教室（２４回：のべ２４４人） 

  生花教室（１２回：のべ６７人） 

 

○主要施策 

・人権啓発活動の推進 

・学校及び社会同和教育の推進 

○成 果 

学校・地域等における人権作品の取組みや学習会、研修会、懇談会の実施により、人権・同和問題に対

する正しい理解と認識を深めてもらうことができた。 

（人権ポスター） 

      特選（中学生）              特選（小学生） 
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○社会教育費の主な事業（続き）                  平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 文化財保護対策事業 
所管課 

教育委員会 生涯学習課 

 文化・スポーツ係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
2,558 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   110 2,448 

事業内容 

○県指定重要文化財「赤門及び大手門修理検討委員会及びワーキンググループ会議の開催」    １００千円 

 大手門の地盤調査の方法、赤門の楠の問題等について協議を行った。 

○鹿島城大手門構造目視調査                                                         ５２９千円 

 大手門の地盤調査方法の検討に必要なデーターを取集するため構造目視調査を実施した。 

○「明治９年地租改正字引絵図及び取調台帳・地所調帳」の市重要文化財への追加指定 

 平成２５年度に指定した「明治９年地租改正字引絵図及び取調台帳・地所調※」が、その後三部区と土井丸

区からも発見されたので追加指定を行った。※明治政府が行った地租改正に伴い作成されたもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（鹿島城大手門）                          （肥前国三十八大区三小区藤津井手村絵図（三部地区）） 

 

○道路元標説明看板設置工事                                           １９８千円 

 大正時代に立てられた道の距離の基準となる道路元標が市内３か所（鹿島・浜・七浦）に残っており、その説

明看板を設置した。 

◯「鹿島市の文化財」～ふるさと歴史探訪～ 改訂増刷                           ６６９千円 

平成２１年度に発行した冊子が売り切れたので、平成２６年１２月までに新規に指定した文化財等を増補し、１，

０００冊増刷した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （道路元標：鹿島）                          （「鹿島市の文化財」～ふるさと歴史探訪～） 
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○社会教育費の主な事業（続き）                  平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業内容 

 

○市内埋蔵文化財試掘・確認調査事業(２１件)                                ６１６千円 

市内の各種開発行為に先立ち、埋蔵文化財保護のための事前調査を実施した。 

○文化財保護対策                                                   ４４６千円 

・文化財保護審議会(１回) 

・文化財管理補助(７件) 

・九州地区民俗芸能大会出演（嘉瀬の浦獅子浮立） 

・文化財防火デー(古枝山祇神社) 

・施設維持・各種負担金・旅費・その他 

 

 

○主要施策 

・文化的資産の調査と鹿島市にとって重要な文化財の指定 

・文化財や埋蔵文化財の保護 

・地域の民俗芸能や祭礼行事、伝統工芸などの保存継承の支援 

・鹿島が誇る伝統文化の内外への発信 

・郷土の歴史文化を学び親しむ機会の提供 

・文化財の収集・保存と活用に向けた、施設の整備と設備の拡充 

○成 果 

平成２５年度に市内の古文書等の悉皆調査によって新たに発見された貴重な古地図や資料を重要文化財に

指定したことを契機として、さらに新たな資料の発見があった。また大手門の修理のための調査を実施し、修理

に向けて一歩前進した。また文化財案内看板の設置など市指定等の文化財保護や活用に向けた取り組みの

強化を行った。埋蔵文化財については昨年に引き続き確認調査の件数が多かったが、鹿島高等学校の調査

など円滑に開発と文化財保護の調整を行うことができた。 

事業名 
伝統的建造物群保存事業 

（肥前浜宿継場管理事業） 

所管課 
教育委員会 生涯学習課  

文化・スポーツ係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
1,404 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,404 

事業内容 

○肥前浜宿継場の指定管理委託                                      １,３４４千円 

継場の管理運営を、特定非営利活動法人水とまちなみの会に委託し、開館業務や管理運営業務などにあた

ってもらっている。 

○土地賃借料                                                    ６０千円 

 

○主要施策 

・文化的資産の調査と鹿島市にとって重要な文化財の指定 

・関係機関との連携による歴史や文化を活かした地域づくりの推進 

・重要伝統的建造物群保存地区など、歴史的な町並みや景観の保全・活用 

○成 果 

文化財施設をまちづくりの拠点、観光情報・案内拠点としての活用ができた。 
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１０款 教育費  （５項）保健体育費 

保健体育振興事業としては、総合型地域スポーツクラブ「スポーツライフ・鹿島」（会員数 584 人）で体験教

室の実施及びクラブ員交流事業により会員発掘や活動内容の周知を図った。各種スポーツ事業では、健康

維持づくりの一環としてスポーツをする機会の提供と交流が図られた。その他、鹿島の豊かな自然に囲まれた

スポーツ施設（陸上競技場と隣接するクロスカントリーコース）の有効活用と交流人口の増加を図るため、スポ

ーツ合宿の誘致活動を実施した。 

 体育施設管理事業として、祐徳グラウンドフェンス改修工事、B＆G 海洋センタープール給湯器取替設置工

事、市民球場スコアボードシステム BSO 信号灯改修工事を実施し、陸上競技場には写真判定装置を設置し

た。 

 ○保健体育費の主な事業 平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 スポーツ推進事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 文化・スポーツ係 

費 目 保健体育総務費 

事業費 

（千円） 
8,268 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   430 7,838 

事業内容 

 スポーツ合宿誘致では、初めての参加となるひらまつ病院（陸上部）、関東学連の大学など５団体が合

宿を行った。交流事業では、競技者の育成や競技人口の増加が図られるとともに、全国区で活躍する選

手を間近に見ることで、小中高生の関心を深め、将来に向けた夢や目標を持つ機会の創出ができた。 

 また、市民が、スポーツを通して健康増進が図られるように、総合型地域スポーツクラブを推進し、気軽

にスポーツを楽しめる機会と場所の提供を行った。 

○事業内訳 

№ 事業名 事業費 事業概要 

１ 

スポーツ推進委員 

育成事業 1,319 

・スポーツ推進委員によるスポーツの振興、指導 

・総合型地域スポーツクラブによる｢四季めぐりウォーキング｣など

の実施 

２ 

各種スポーツ推進 

事業 6,802 

・スポーツ合宿誘致事業の実施（５団体） 

・ミニバレーボールリーグ、壮年ナイターソフトボール大会の実施 

・県民体育大会、市民体育大会実施の協力 

３ 保健体育推進事業 147 ・体育施設協会負担金ほか 

 

○スポーツ合宿の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （大東文化大学の交流事業）                （明治大学の練習風景） 
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○保健体育費の主な事業（続き）   平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 市立学校体育施設開放事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 文化・スポーツ係 

費 目 保健体育総務費 

事業費 

（千円） 
428 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   428  

事業内容 スポーツの推進と体育施設の有効利活用を図るため、市内の９小・中学校の体育館を市民に対し夜間

開放を行った。 

事業名 スポーツ組織等の強化育成事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 文化・スポーツ係 

費 目 保健体育総務費 

事業費 

（千円） 
2,219 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   487 1,732 

事業内容 

 スポーツの普及振興、スポーツ少年団等の育成及び各種競技の技術向上を図るために、大会の

開催協力や支援事業を実施した体育協会へ補助を行った。 

 また、県代表として全国大会、九州大会へ出場した小中学生（個人、団体）に対し、補助金を

交付した。 

○事業内訳 

№ 事業名 事業費 事業概要 

１ 体育協会補助金等 1,900 

・体育協会事業補助金 950千円 

・県民体育大会業務委託 850千円 

・スポーツ振興事業交付金(指定寄付金) 100千円 

２ 
全国大会、九州大会出場 

補助金 
319 41件 

 

○体育協会事業（祐徳ロードレース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （祐徳ロードレース招待選手を励ます会）         （祐徳ロードレース当日の表彰式） 
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○保健体育費の主な事業（続き）   平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 体育施設管理事業 
所管課 教育委員会 生涯学習課 文化・スポーツ係 

費 目 体育施設管理費 

事業費 

（千円） 
90,358 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   6,752 83,606 

事業内容 

 市民にスポーツができる場所を提供し、市民が安全にスポーツを楽しめるように、施設の維持管理、修

繕を行った。 

 市内体育施設において、市民や利用者が安全に利用しやすいように、祐徳グラウンドフェンス改修工

事や七浦Ｂ＆Ｇ海洋センタープール給湯器取替設置工事を行った。 

 蟻尾山公園管理事業では、市民球場スコアボードシステム BSO 信号灯改修工事を行い、陸上競技場

に写真判定装置の設置を行った。 

○事業内訳 

№ 事 業 名 事業費 事 業 概 要 

１ 
体育館及び広場 

管理事業 
11,642 

・市民体育館他管理業務委託       3,251千円 

・修繕料（水銀ランプ取替ほか）      2,762千円 

・祐徳グラウンドフェンス改修工事     1,841千円 ほか 

２ 
七浦海浜スポーツ公園 

管理事業 
5,963 

・施設管理等業務委託          2,686千円 

・修繕料（浄化槽漏水修繕ほか）     380千円 

・七浦Ｂ＆Ｇプール給湯器取替設置工事 413千円 ほか 

３ 
北公園テニスコート 

管理事業 
7,995 

・施設管理等業務委託          4,902千円 

・修繕料（北公園人工芝修繕ほか）    681千円 ほか 

４ 体育施設管理作業事業 1,727 ・作業員賃金ほか 

５ 蟻尾山公園管理事業 63,031 

・指定管理委託(市体育協会)     51,535千円 

・修繕料（スコアボード修繕ほか）     423千円 

・市民球場スコアボードシステム BSO信号灯改修工事 

1,099千円 

・備品購入（写真判定装置ほか）    9,624千円 ほか 

○写真判定装置設置（陸上競技場）           ○祐徳グラウンドフェンス改修工事 
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○保健体育費の主な事業（続き）                 平成２６年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 学校給食運営事業 
所管課 教育委員会教育総務課 学校給食センター 

費 目 学校給食費 

事業費 

（千円） 
116,189 

財 

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   1 116,188 

○事業内容  学校給食には、児童生徒の心身の健やかな発達を支えるため、安全・安心でおいしい 

給食を安定的に提供することが求められており、共同調理場(センター)方式で１９３日の 

完全給食を実施した。                                             

          小学校 ９校 (うち分校２校)      １，６９３食    

中学校 ２校             ９７４食 

その他 （学校職員ほか）            ２４０食 

                  計           ２，９０７食 

米飯給食においては、平成１８年１１月から鹿島産の米を１００％使用しており、平成２１年４月 

からは米飯回数を週１回増やして週４回(月,水,木,金)とし、パンを週１回(火)実施している。 

平成２３年度から小学校、平成２４年度からは中学校の新学習指導要領に食育の推進が明記されて 

おり、栄養士を中心として各学校へ出向き、食育授業や給食訪問により食育の推進と指導に取組んだ。 

夏休み期間を利用して、市内の児童・生徒及び保護者を対象とした親子料理教室を開催し親子１０ 

組２２人が参加し、栄養士と調理員の指導のもと、一緒に作る調理の楽しさや食の大切さを実感して 

もらった。 

今年度から調理・配送部門を民間委託に移行し、安全・安心でおいしい給食の安定供給を前提とし、調理   

ノウハウの向上や事業の効率化を図るようにした。なお、献立の作成、給食物資の調達・検査業務、調理の指 

示についてはこれまでどおり市で対応している。 

施設面では、作業能率のアップと食中毒の防止対策など衛生管理の徹底を図りつつ、厨房機器・設   

備の維持、改善に努めた。また、小学校用の食器について深皿、碗を更新し、給食用食缶を購入した。 

 

学校給食運営事業 １１６,１８９千円 （材料費を除く） 

○親子料理教室 

 

○小学校バイキング給食 

 

 

【内訳】 

人件費            ２３,９５３千円 

消耗品（洗浄用洗剤他）    ５,９６２千円 

燃料費（ガス、ガソリン他）   ８,４６６千円 

光熱水費（電気、水道）     ６,３０１千円 

修繕料（配管設備、洗浄機）    ２,０６７千円 

役務費（調理機点検手数料他）  １,５７７千円 

委託料（調理・配送等業務他） ６６,０８２千円 

備品購入費（給食用食缶購入他） １,３０９千円 

工事請負費、使用料及び賃借料等  ４７２千円 

○主要施策 

・豊かでバランスのとれた学校給食や食育を含め

た健康教育と体力づくりの一層の推進と充実 

・学校給食における地産地消の推進と給食設備の

改善 

○成  果 

新鮮な旬の食材を多く取り入れ、行事食や各学

校のアンコール給食等によりおいしい給食を提

供し、食への関心が高められた。 

また、栄養士を中心とした食育授業・指導等に

より、子どもたちが自らの食生活を振り返り、食

に関する知識を深め、正しい食事の摂り方や望ま

しい食習慣の形成が図られた。 


